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本稿の目的は、主流派経済学において軽視されてきた企業行動における理論的問題の解明を目指
して非主流派経済学や戦略マネジメント論研究において展開されてきた代表的な所説をオーストリ
ア学派の社会科学方法論のレンズを通じて改めて系統的に吟味すると同時に、批判的に考察しなが
ら、企業がいかに誕生し、どのように行動するのかを理論的に明らかにすることである。したがっ
て、「取引コスト論」と「進化論的アプローチ」を基礎に、「戦略マネジメント論」の研究成果、
とりわけ「リソース・ベースド・ビュー（RBV）」や「ダイナミック・ケイパビリティ・アプロー
チ」を援用しながら戦略論的な展開を遂げてきた現代企業行動論研究の系譜とその課題が本稿での
考察の対象である。

第1編では、現代企業行動論を基礎づけてきた2つの代表的な理論、すなわち「取引コスト論」と
「進化論的アプローチ」の体系的な吟味を通じて初期の企業行動論の基礎的な性格が把握される。
一方で、取引コスト論が企業の内部組織の経済学的分析の出発点として位置づけられる点に論及さ
れているが、同時に多くの内在的問題が伴っていることも提起される。また他方で、「進化論的ア
プローチ」によって展開された企業行動論の特徴とその意義も吟味される。

第2編では、企業行動論と戦略マネジメント論研究との知的共進化の中で「リソース・ベース
ド・ビュー（RBV）」と「ダイナミック・ケイパビリティ・アプローチ」が現代企業行動論の新た
な柱として台頭してきたことが明確になる。とりわけ、ルメルトとチャンドラーの研究が、戦略マ
ネジメント論研究によって焦点を当ててきた「競争優位」に関わった現象として企業行動を把握す
る道を開いた点が論及されている。

第3編では、現代企業行動論が残している課題に対して、その解決に向けた新たな視座が提出さ
れる。したがって、現代企業行動論が新展開へ向かっていくために新たなパースペクティブの導入
が必要不可欠であることがここでの議論の中心である。本稿の主な貢献は、これまで企業行動論研
究において解明されてこなかった企業の競争優位の源泉がいったい何なのか、あるいはそれがどこ
からもたらされるのかを明らかにしたことである。また同時に、企業行動論の新展開に向けて、
オーストリア学派の資本理論と企業家論が極めて有益な枠組みを提供することが把握される。競争
優位の確保を狙ういかなる戦略も「オーストリアン的企業家レント」の探求として捉えなければな
らないことが明確になる。


